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提出日 令和 6 年４月１日  

尼崎市長あて 

尼崎市市民提案制度 実施結果報告書 

 

 尼崎市市民提案制度実施要綱に基づき、次のとおり報告します。 

  

１ 提案概要 

団体名及び 

代表者氏名 

NPO 法人尼崎 21 世紀の森 

代表理事 廣川 雅英 

事業名 『自ら変わろう。水から川ろう』Activation On “The Yomo River” 

事業所管課 公園計画・21 世紀の森担当 

事業内容 

メガ SUP にて、子供たちと 蓬川及び、尼崎運河水面のゴミ回収 

 

２ 事業評価 

 (1) 協働側面の評価 

  実施手順 

  ・下表について、相互に自己採点する。評価基準は次のとおりとする 

A（よくできた）、B（まあまあできた）、C（あまりできなかった）、D（まったくできなかった） 

・結果を共有し、差異がみられる項目を中心に、原因や改善策等について意見交換を行う 

・協議内容は「３総合評価」に記載する 

・結果を共有する際は、衝突を恐れず、互いを尊重しながら、率直な意見交換を行うこと。 

項目 団体等 所管課 

１ 事業計画（準備）段階 

(1) 課題や目標について共有し、理解し合うことができたか A A 

(2) 相手の立場や組織、ルール等を共有し、理解し合うことができたか A A 

(3) それぞれの強み弱みを理解し、補い合いながら計画を立てられたか A A 

２ 事業実施段階 

(1) 率直な意見交換を行い、理解し合いながら、対等な立場で実施できたか A A 

(2) 予定外のことについて、協力して対応することができたか B B 

(3) 役割分担にとらわれて任せっきりにすることなく、主体的に関われたか C C 

(4) 実施中に目標や進捗を共有し、改善しながら進めることができたか C C 

その他（契約締結後にあらかじめ任意で設定する項目、項目数は不問） 

(1)    

(2)    

(3)    
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 (2) 事業効果の評価 

  実施手順 

  ・事業実施前を目途に、協議・合意の上、一つ以上設定する 

  ・事業の効果が客観的に測れるよう、受益者の評価など、アウトカム指標を原則とする 

   項目 内容 

１ 評価指標 蓬川へのアクセスとなる門扉の設置が、今年度は、当初予定より遅れたこ

とから事業実施に至らなかった。 

測定方法 
 

結果 本事業は、出来なかったが、代わりに従前活動して試験的にキャナルベー

スにて、小田高校、徳島大学の学生さんとメガ SUP を使用した水面のゴ

ミ拾い活動を 11 月 26 日に行った。来年度の本格的な実施に向けたオペ

レーションの確認などを行った。 

 

 

３ 総合評価 

協働側面の評価 

蓬川へのアクセスとなる門扉の設置が、今年度は、当初予定より遅れたことから事業実施に至らな

かった。事業実施の前段階の準備として、市と協働することで、門扉の設置に向け県との調整協議

をスムーズに行うことができた。 

事業効果の評価 

事業実施までには至らなかったが、市との定期的なコミュニケーションの基で、準備を行うことが

できた。次年度実施にあたっては、より計画的に実施したい。 

総評 

本事業は、準備が遅れ、初めて参加される方や子供向けに行うためには、安全の観点から冬季に実

施することができなかった。 

代わりに試験的に従前活動していたキャナルベースにて、小田高校、徳島大学の学生さんとメガ

SUP を使用した水面のゴミ拾い活動を 11 月 26 日に行った。来年度の本格的な実施に向けたオ

ペレーションの確認などを行った。 

（実施結果報告に対する審査会委員意見） 

・児童を対象とするのであれば、どこの地域の児童にどのように働きかけて実施していくのか、継

続して同じ児童に来ていただきたいのか、幅広い児童に来ていただきたいのかを意識して予算等

も計上される必要があるのではないか。 

・場合によっては、参加者から参加料をいただくなど収入の工夫も検討すること。 

・地域住民も巻き込んだ、蓬川に愛着を持ってもらえるようなプログラムとなるような取り組みを

期待したい。 

・市所管課及び提案者ともに協働事業を実施することの効果を意識し、事業を実施すること。 
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4 収支結果（協働事業のみ） 

収入の部 

科目 
積算金額（単位：円） 

内容及び算出根拠 
予算額 決算額 

補助金 128,000 0  

自主財源 10,000 0  

収入合計 138,000 0  

支出の部 

科目 

積算金額（単位：円） 

内容及び算出根拠 
予算額 

決算額 

計 うち市補助金 

使用料 60,000 0 0 
大 型 Ｓ Ｕ Ｐ レ ン タ ル

（@15,000×4） 

備品購入 35,000 0 0 SUP（@35,000×１） 

消耗品 43,000 0 0 

子ども用ライフジャケット

（@3,000×4）、子ども用パド

ル（@4,000×4）、竹製トング

（@1,250×4）、ゴミ袋、手袋、

事務用品 

支出合計 138,000 0 0 

補 助 額 に 対 す る 人 件 費 割

合：  ％（委託事業は記入不

要） 

 

 


